
い
ま
す
。

　

そ
し
て

ス
タ
ッ
フ

一
人
一
人

が
来
場
者

の
皆
さ
ん

に
来
て
よ

か
っ
た
と

思
っ
て
頂

け
る
よ
う

に
、
数
ヶ

月
前
か
ら

当
日
の
最

後
の
最
後

ま
で
疲
れ

た
顔
も
全

く
見
せ
ず
、

た
だ
た
だ

成
功
を
祈
り
裏
方
と
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

見
た
と
き
こ
の
文
化
祭
の
成
功

の
原
動
力
は
ス
タ
ッ
フ
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

特
に
体
育
館
で
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
は
最
高
で
し
た
。
ス

タ
ッ
フ
と
発
表
者
の
息
が

合
っ
て
い
て
、
見
て
い
る
人

を
感
動
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
ど
の
作
品
も
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
来
場
者
が
ス
テ
ー
ジ
発

表
者
に
真
剣
に
拍
手
を
送
っ

て
い
る
の
を
見
た
と
き
、
拍

手
は
ス
タ
ッ
フ
に
も
送
ら
れ

て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員　

菅
田　

金
幸
）

の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
の

高
い
作
品

ば
か
り
で
、

寿
地
区
に

は
凄
腕
の

方
が
た
く

さ
ん
い
る

ん
だ
と
驚
き
の
連
続
で
し
た
。
ま

た
、こ
ん
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
方
か
ら
、
声
を
か
け
ら
れ
、

「
こ
れ
私
の
な
ん
で
す
よ
。
初
め

て
出
し
た
ん
で
す
よ
。
な
か
な
か

う
ま
く
書
け
な
く
て
、
何
枚
も
書

い
た
ん
で
す
。
そ
の
中
で
一
番
い

い
も
の
な
ん
で
す
よ
」
と
嬉
し
そ

う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭
で

お
披
露
目
で
き
る
楽
し
さ
や
い
ろ

い
ろ
な
方
に
最
高
の
作
品
を
見
て

も
ら
え
る
喜
び
、
こ
の
文
化
祭
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
ん
だ
な
と
し

み
じ
み
感
じ
た
場
面
で
し
た
。

　

最
後
に
、
出
品
し
て
い
た
だ
い

た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員　

小
林　

崇
史
）

ス
タ
ッ
フ
へ
の
感
謝

　

今
年
の
文
化
祭
は
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
四
千
人
以

上
の
来
場
者
が
あ
り
大
成

功
で
し
た
。
年
々
来
場
者
が

増
え
て
い
る
要
因
は
文
化

祭
を
支
え
て
い
る
多
く
の

ス
タ
ッ
フ
の
思
い
が
ひ
と

つ
と
な
っ
た
結
果
だ
と
思

　

１１
月
文
化
の
日
に
ち
な
み
、
寿

地
区
文
化
祭
が
７
日
と
８
日
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
文
化
祭
は
「
こ
と
ぶ
き
の

わ
」
の
も
と
、
夏
頃
か
ら
各
部
実

行
委
員
の
打
ち
合
わ
せ
が
進
め
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　

寿
地
区
文
化
祭
は
、
７
日
は
作

品
展
示
、
福
祉
の
文
化
祭
、
８
日

は
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
各
ブ
ー
ス
の

展
示
及
び
販
売
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
メ
イ
ン
は
ス
テ
ー
ジ

発
表
で
、
当
日
の
雨
模
様
に
も
関

わ
ら
ず
、
開
催
場
所
の
体
育
館
に

は
、
大
勢
の
観
客
の
中
盛
大
に
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

終
了
後
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て

寿
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
、
筑
摩
野

中
学
校
吹
奏
楽
部
を
は
じ
め
、
各

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
発
表
が
次
々

と
行
わ
れ
、
観
客
も
盛
大
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

各
発
表
チ
ー
ム
と
も
日
頃
の
練

習
成
果
を
見
て
も
ら
う
た
め
、
熱

の
こ
も
っ
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表

も
フ
ィ
ナ
ー
レ
の

時
間
を
迎
え
、
全

員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
来
年
度

の
文
化
祭
に
み
な

さ
ん
と
の
再
会
を

願
い
無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
「
こ
と
ぶ
き
の
わ
」
を

合
言
葉
に
文
化
祭
を

開
催
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
館
報
編
集
委
員
・
文

化
祭
実
行
委
員　

鈴

木 

喜
朗
）

作
品
展
示
に
つ
い
て

　

作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
木
工
品
、

写
真
、
水
墨
画
、
生

け
花
、
手
芸
品
、
盆

栽
、
史
跡
巡
り
マ
ッ

プ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
を
出
品
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
は
、
作

品
を
見
守
る

役
を
任
さ
れ

て
い
た
の
で
、

作
品
を
隅
々

ま
で
拝
見
す

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ど
の
作
品
も
、

プ
ロ
顔
負
け

寿
地
区
文
化
祭

第
38
回
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ル
ー
ト
）
、
井
垣
里
沙
さ
ん
（
ピ

ア
ノ
）
を
お
招
き
し
て
記
念
音
楽

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１０
数
曲
を
休
憩
を
挟
み
な
が

ら
、
ソ
ロ
や
三
重
奏
で
演
奏
さ

れ
、
１
０
０
名
あ
ま
り
の
出
席

者
一
同
、
生
演
奏
を
聴
く
機
会

も
な
い

こ
と
か

ら
、
大

変
感
動

し
ま
し

た
。

　

新
築

の
公
民

館
が
、

広
く
町

会
活
動
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
、
地

域
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割
の

機
能
も
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

（
館
報
編
集
委
員　

上
平　

貴
明
）

か
ら
も
ち
投
げ
を
行
い
、
上
棟
式

を
祝
い
ま
し
た
。

（
館
報
編
集
委
員　

上
平　

貴
明
）

　

平
成
２７
年
５
月
か
ら
建
設
工

事
が
行
わ
れ
て
き
た
、
竹
渕
新

公
民
館
が
１０
月
２８
日
落
成
し
、

１２
月
２３
日
、
落
成
記
念
音
楽
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

地
域
の
小
学
生
に
よ
る
「
浦
安
の

舞
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

浦
安
の
舞
は
、
昭
和
１５
年
紀
元

２
６
０
０
年
を
記
念
し
て
作
ら

れ
、
全
国
一
斉
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
、
心
や
す
ら
か
に
平
和
を
祈

る
舞
と
の
こ
と
で
す
。

　

浦
安
の
舞
に
続
き
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
、
県
内
外
で

活
躍
中
の
太
田
麻
衣
さ
ん
（
バ
イ

オ
リ
ン
）
、
丸
山
貴
菜
さ
ん
（
フ

　

８
月
７
日
（
金
）
竹
渕
新
公

民
館
の
上
棟
式
が
多
数
の
住
民

参
加
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
公
民
館
の
老
朽
化
と
耐
震
性

に
問
題
あ
り
と
の
耐
震
診
断
の

結
果
を
踏
ま
え
て
の
新
公
民
館

着
工
と
な
り
ま
し
た
。

　

１０
時
か
ら
始
ま
っ
た
式
に
は
、

町
会
の
役
員
の
ほ
か
建
設
会
社
、

設
計
会
社
の
皆
さ
ん
が
参
列
し
ま

し
た
。
諏
訪
社
の
神
主
さ
ん
に
よ

る
厳
か
な
祝
詞
の
あ
と
、
槌
打
ち

の
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。　

今
井
町

会
長
の
あ

い
さ
つ
で

は
、
「
運

動
広
場
、

公
民
館
、

公
民
館
前

の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
と

あ
わ
せ
て
、
竹
渕
新
公
民
館
の
規

模
は
、
市
内
の
他
の
町
内
公
民
館

と
比
較
し
て
も
類
を
見
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
公
民
館
活
動
の

場
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
防
災

拠
点
と
し
て
も
大
い
に
期
待
し
て

い
る
。
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、
地
域

か
ら
寿
小
学
校
、
並
柳
小
学
校
に

通
う
５
・
６
年
生
が
仮
設
の
舞
台

『
海
外
旅
は
語
学
と
伴
に
』

　
　
　
　
奥
村
　
二
三
雄
さ
ん

　

若
い
時
代
か
ら
今
ま
で
、
好

き
な
ス
ペ
イ
ン
・
イ
タ
リ
ア
を

一
人
で
旅
を
し
た
。
食
べ
る
、

動
く
、
寝
る
。
言
葉
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
と
一

人
旅
を
楽
し
め
る
。

「
バ
レ
ン
シ
ア
で
の
思
い
出
」

　

一
番
の
思
い
出
は
４０
代
前
半

に
ス
ペ
イ
ン
国
内
の
バ
レ
ン
シ

ア
市
に
て
、
一
カ
月
間
に
亘
る

ス
ペ
イ
ン
語
学
学
校
で
の
出
会

い
。
地
中
海
海
岸
近
く
に
イ
ギ

リ
ス
人
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
、
そ
れ
に
私
で

秋
の
海
に
出
か
け
た
。
バ
レ
ン

シ
ア
は
１０
月
頃
ま
で
泳
げ
る
。

　

ス
ペ
イ
ン
語
で
通
じ
な
い
と

き
は
英
語
で
の
会
話
に
な
る
。

一
カ
月
間
は
日
本
語
を
使
わ
ず
、

食
事
も
ス
ペ
イ
ン
料
理
。
日
本

料
理
が
恋
し
く
な
る
と
近
く
の

中
華
料
理
屋
へ
出
か
け
ス
ー
プ

や
春
巻
き
で
日
本
を
想
う
。

「
ス
ペ
イ
ン
語
が
役
に
立
つ
」　

　

海
外
へ
の
旅
で
ス
ペ
イ
ン
以

外
の
イ
タ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
を
旅
し
た
と
き
、

ス
ペ
イ
ン
語
が
役
立
っ
た
。
隣

国
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
は
ス
ペ
イ

ン
語
に
似
て
い
て
、
方
言
で
あ

る
ガ
ル
シ
ア
語
が
近
い
。

「
生
活
の
言
葉
か
ら
始
め
よ
」

　

ラ
テ
ン
系
の
言
葉
は
近
い
関

係
の
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

に
も
似
た
言
葉
は
多
い
。

　

例
え
ば
、
コ
ー
ヒ
ー
の
種
類

で
カ
フ
ェ
、
コ
ン
、
レ
イ
チ
ェ

は
ス
ペ
イ
ン
語
。
カ
フ
ェ
ラ
ッ

テ
は
イ
タ
リ
ア
語
。
カ
フ
ェ
オ

レ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
あ
る
。

「
ラ
テ
ン
音
楽
の
楽
し
さ
」

　

旅
の
楽
し
み
の
中
で
旅
先
で

の
各
地
の
踊
り
や
音
楽
の
楽
し

さ
が
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
国
内
で

は
セ
ビ
リ
ア
、
グ
ラ
ナ
ダ
、
マ

ド
リ
ー
ド
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
フ

ラ
メ
ン
コ
を
見
た
。

　

メ
キ
シ
コ
の
旅
で
は
カ
リ
ブ
海

地
域
各
国
、
キ
ュ
ー
バ
、
ジ
ャ
マ

イ
カ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
劇
場
で
民

族
舞
踊
と
音
楽
を
楽
し
ん
だ
。

　

ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
を
何

度
も
旅
し
て
、
旅
は
語
学
と
伴

に
行
く
と
友
人
が
出
来
、
誰
と

で
も
会
話
が
出
来
る
楽
し
い
一

人
旅
に
な
る
。

わ
が
ま
ち
こ
の
人

竹
渕
新
公
民
館

   

上
棟
式

竹
渕
新
公
民
館

落
成
記
念
音
楽
会

敷地面積 :

建築面積 :
建屋構造 :
特　　徴 :

設　　計 :
建　　設 :

新公民館の概要
約1756㎡
（現竹渕運動公園西隣接地）
約 400㎡　
平屋建
耐震、耐水害（床高）等耐災害建築、
災害時等退避場所、バリアフリー化、
児童室等子育層に配慮
林建築設計室
松本土建
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